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中
東
の
大
国
イ
ラ
ン
が
、
大
統
領
選
で

保
守
穏
健
派
の
現
職
、
ハ
ッ
サ
ン
・
ロ
ウ
ハ

ニ
師
が
勝
利
し
た
。

　

米
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
、
同
国
へ
の
圧
力

を
高
め
る
中
で
の
選
挙
は
、
欧
米
６
カ
国

と
核
合
意
の
中
、
ロ
ウ
ハ
ニ
師
と
強
硬
派
ラ

イ
シ
前
検
事
総
長
と
の
闘
い
に
な
っ
た
。

　

イ
ラ
ン
が
欧
米
諸
国
と
の
関
係
改
善
を

進
め
、
国
際
社
会
に
復
帰
す
る
こ
と
は
他

域
だ
け
で
は
な
く
、
世
界
平
和
の
安
定
に

重
要
だ
。

　

同
国
が
再
び
孤
立
に
向
か
え
ば
、
中
東

の
緊
張
は
一
気
に
高
ま
る
。
ロ
ウ
ハ
ニ
政
権

は
、
米
国
と
の
対
立
克
服
に
極
力
努
め
て

も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

　

そ
の
意
味
で
、
ロ
ウ
ハ
ニ
師
の
選
挙
勝
利

は
国
際
社
会
を
ひ
と
ま
ず
ホ
ッ
と
さ
せ
た
。

　

ラ
イ
シ
前
検
事
総
長
は
、
最
高
指
導
者

ハ
ー
メ
ネ
イ
師
の
後
継
者
と
も
目
さ
れ
る

有
力
者
で
、
高
止
ま
り
の
失
業
率
に
喘
ぐ

低
所
得
者
層
に
人
気
を
集
め
、
徹
底
し
た

強
硬
反
米
主
義
を
掲
げ
選
挙
戦
に
臨
ん

だ
。

気
に
な
る
反
米
グ
ル
ー
プ
の
動
き

　　

こ
と
に
、
シ
ー
ア
派
の
聖
地
コ
ム
は
イ
ラ

ン
革
命

（
１
９
７
９
年
）
の
震
源
地
で
、

住
民
の
支
持
は
反
米
を
叫
ぶ
ラ
イ
シ
師
が

圧
倒
的
人
気
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

革
命
理
念
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
教
を
基
盤

と
し
た
政
教
一
致
体
制
が
、
対
米
融
和

的
な
ロ
ウ
ハ
ニ
師
で
は
理
念
が
骨
抜
き
に
な

る
、
と
の
懸
念
が
あ
っ
た
。
コ
ム
は
テ
ヘ
ラ

ン
な
ど
と
異
な
り
、
黒
衣
で
全
身
を
覆
っ

た
女
性
が
圧
倒
的
で
保
守
的
な
土
地
柄
の

聖
地
と
言
え
る
。

　

再
選
さ
れ
た
ロ
ウ
ハ
ニ
師
の
課
題
は
、
も

ち
ろ
ん
聖
地
コ
ム
だ
け
で
は
な
い
。

　

外
交
面
で
は
当
面
米
国
に
ど
う
対
応
す

る
か
が
大
き
な
焦
点
に
な
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
先
の
外
遊
で
、
イ

ラ
ン
と
中
東
内
で
対
立
す
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
を
訪
問
、
さ
ら
に
イ
ス
ラ
エ
ル
と

「分

か
ち
が
た
い
結
束
」
を
再
確
認
、
イ
ラ
ン

を
強
く
非
難
し
た
。

　

ま
た
、
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
米
国
務
長
官
も

イ
ラ
ン
の
非
核
化
に
触
れ
、
「
非
核
化
を

達
成
す
る
こ
と
は
恐
ら
く
で
き
な
い
だ
ろ

う
」
と
発
言
す
る
な
ど
、
ト
ラ
ン
プ
政
権

は
同
国
へ
の
疑
念
を
露
骨
に
表
し
て
い
る
。

　

ま
た
イ
ラ
ン
は
シ
リ
ア
内
戦
で
米
国
側

と
距
離
を
置
き
、
ロ
シ
ア
と
共
に
シ
リ
ア
・

ア
サ
ド
政
権
の
後
ろ
盾
に
な
っ
て
来
た
。

　

こ
う
し
た
環
境
下
で
米
国
と
の
関
係
が

直
ち
に
好
転
す
る
と
は
思
え
な
い
。

　

オ
バ
マ
政
権
時
に
結
ば
れ
た
核
合
意
は
、

欧
米
諸
国
が
経
済
制
裁
解
除
を
引
き
換

え
に
イ
ラ
ン
が
〝
核
開
発
制
限
〟
し
た
も

の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
米
国
は
他
に
人
権
問
題
な
ど

の
理
由
で
制
裁
を
完
全
解
除
し
て
お
ら
ず
、

他
の
国
々
も
イ
ラ
ン
へ
の
投
資
を
手
控
え
て

い
る
。

　

こ
の
国
は
唯
一
の
地
下
資
源
石
油
以
外

に
は
、
こ
れ
と
い
っ
て
目
立
っ
た
輸
出
品
も

な
く
、
海
外
か
ら
の
投
資
が
経
済
の
核
心

を
握
っ
て
い
る
状
況
下
に
あ
る
。

　

ま
ず
、
ロ
ウ
ハ
ニ
政
権
２
期
目
の
行
方
は
、

米
国
の
出
方
が
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
に
違

い
な
い
。

依
然
と
し
て
高
い
若
者
の
失
業
率

　　

次
い
で
国
内
問
題
。
失
業
率
は
12
％
を

突
破
、
そ
れ
も
若
年
層
の
失
業
率
は
25
～

30
％
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

早
急
に
失
業
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、

保
守
強
硬
派
の
攻
勢
が
強
ま
る
の
は
必
至

だ
。

　

ロ
ウ
ハ
ニ
師
の
今
回
の
勝
利
は
、
社
会
の

規
制
緩
和
を
求
め
る
女
性
や
若
年
層
に

  

穏
健
派
ロ
ウ
ハ
ニ
師
再
選
果
た
す
も
前
途
多
難

国
際
ア
ナ
リ
ス
ト

　

　   

和
田
　
誠

   

ど
こ
へ
向
か
う

　
　
　
　
　
中
東
の
大
国
イ
ラ
ン

ロウハニ師
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抱
え
ら
れ
た
。
こ
の
支
持
層
が
崩
れ
た
場

合
、
ロ
ウ
ハ
ニ
政
権
の
前
途
は
暗
い
。

　

保
守
強
硬
派
に
し
て
み
れ
ば
、
何
と
言

っ
て
も
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
基
盤
と
し
た
革

命
以
来
の
統
治
体
制
を
溶
解
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
、
と
し
て
お
り
、
対
立
確
執
は
今

後
さ
ら
に
深
ま
る
恐
れ
が
あ
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
イ
ラ
ン
強
硬
策
の
裏
面

に
は
、
オ
バ
マ
前
政
権
の
合
意
を

「
史
上

最
悪
の
取
引
」
と
、
こ
と
ご
と
く
批
判
し

て
い
る
。

　

し
か
も
、
イ
ラ
ン
は
今
年
１
月
、
中
距

離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
を
行
な
っ

て
お
り
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
こ
れ
に
対
し

２
度
に
わ
た
っ
て
制
裁
を
科
し
て
い
る
。

　

過
激
組
織

「Ｉ
Ｓ
」
（
イ
ス
ラ
ム
国
）
対

策
は
イ
ラ
ン
抜
き
で
は
進
ま
な
い
。
ア
サ

ド
政
権
を
支
え
て
来
た
こ
と
も
、
問
題
を

よ
り
複
雑
化
さ
せ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
イ
ラ
ン

を
非
難
し
続
け
な
が
ら
も
、
こ
の
ま
ま
放

置
す
る
こ
と
は
、
中
東
は
も
と
よ
り
、
世

界
平
和
の
た
め
に
決
し
て
プ
ラ
ス
に
な
ら

な
い
こ
と
は
百
も
承
知
の
こ
と
に
は
違
い
な

い
。

　

リ
ヤ
ド
で
の
ト
ラ
ン
プ
演
説
か
ら
も
、
そ

の
こ
と
を
伺
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

安
全
保
障
上
、
最
も
重
要
か
つ
緊
急
課

題
と
な
る
Ｉ
Ｓ
壊
滅
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
、

こ
と
に
イ
ラ
ン
と
の
連
携
が
不
可
欠
と
の

認
識
は
あ
り
、
イ
ラ
ン
抜
き
で
の
中
東
政

策
は
な
い
だ
ろ
う
の
思
い
が
、
心
底
に
あ

る
と
思
わ
れ
る
た
め
だ
。

包
囲
網
で
サ
ウ
ジ
と
共
同
戦
線

　

米
国
と
イ
ラ
ン
の
確
執
は
根
深
い
。
米

国
に
し
て
み
れ
ば
、
か
つ
て
在
イ
ラ
ン
米
大

使
館
が
襲
わ
れ
、
大
使
館
員
ら
が
長
期
に

わ
た
っ
て
捕
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
こ
と
は
、

米
国
の
外
交
史
上
許
せ
な
い
事
態
で
、
今

で
も
米
国
民
の
中
に
イ
ラ
ン
へ
の
憎
悪
が
横

た
わ
っ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
中
東
歴
訪
の
最
初
の
訪

問
国
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
を
選
ん
だ
。
イ

ラ
ン
と
対
峙
す
る
同
国
を
訪
問
す
る
こ
と

で
、
イ
ラ
ン
へ
の
牽
制
と
も
受
け
止
め
ら

れ
て
い
る
。

　

サ
ウ
ジ
で
は
３
５
０
０
億
ド
ル

（
約
39
兆

円
）
に
上
る
武
器
売
買
契
約
の
他
、
軍
事

協
力
の
強
化
を
図
っ
た
。

　

イ
ラ
ン
は
旧
式
、
し
か
も
そ
の
多
く
が
ロ

シ
ア
製
で
、
サ
ウ
ジ
が
米
国
か
ら
、
最
新

鋭
の
戦
車
、
軍
艦
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
入
手
す
る
と
な
る
と
、
中
東

の
安
全
保
障
図
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
、
イ
ラ
ン
の
中
東
で
の
勢
力
縮

小
に
つ
な
が
る
。
そ
う
な
る
と
同
国
の
反

米
意
識
が
さ
ら
に
露
骨
に
表
面
化
す
る
恐

れ
も
あ
る
。

　

そ
の
ト
ラ
ン
プ
氏
だ
が
、
サ
ウ
ジ
の
次
に

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
を
訪
問
、

そ
の
足
で
バ
チ
カ
ン
宮
殿
を
訪
ね
、
ロ
ー
マ

法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
会
談
し
た
。
　

　

法
王
と
の
間
で
は
、
移
民
や
環
境
政
策

で
あ
つ
れ
き
が
あ
っ
た
が
、
会
談
後
大
統

領
は

「
あ
な
た
の
お
話
は
忘
れ
な
い
」
と

伝
え
た
と
い
う
。

　

パ
レ
ス
チ
ナ
で
は
ア
ッ
パ
ス
議
長
と
も
会

談
、
中
東
和
平
の
仲
介
に
意
欲
を
見
せ
て

い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
の
中
東
訪
問
の
狙
い
は
、
イ

ラ
ン
包
囲
網
と
見
ら
れ
る
が
、
同
国
の
孤

立
化
は
、
中
東
情
勢
を
ま
す
ま
す
深
刻

化
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
懸
念
す
る

声
も
大
き
い
。

　

そ
し
て
、
イ
ラ
ン
・
ロ
ウ
ハ
ニ
政
権
の
今

後
だ
が
、
ま
ず
何
よ
り
も
経
済
の
立
て
直

し
が
急
務
と
言
え
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は

制
裁
の
解
除
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

や
は
り
、
米
国
の
協
力
が
必
要
だ
が
、

そ
れ
に
は
環
境
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
。

　

イ
ラ
ン
は
経
済
の
向
上
が
伴
わ
な
け
れ

ば
、
ロ
ウ
ハ
ニ
師
へ
の
不
満
も
国
内
で
蓄
積
、

前
途
は
暗
い
。

　

そ
の
意
味
で
、
イ
ラ
ン
の
国
際
的
信
頼

回
復
が
何
よ
り
も
望
ま
れ
る
。
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